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第 3 章 調査の手法・手順 

 

本調査では、第 1 章に示す評価フレームワークに沿って 2002 年 10 月から 12 月にかけ

て国内作業、現地調査を実施した。第 3 章では、ジンバブエ、ザンビアに対して行っ

た評価調査の手法と手順を解説する。 

3.1 国内準備作業 

3.1.1  対象プロジェクト／プログラムの選定とその概要 

(1) ジンバブエ  

ジンバブエで我が国が実施して来た水関連案件を分析し、対象案件の選定を

行った。我が国はジンバブエ独立以降、同国の地方給水設備拡充に貢献して

きた。1983 年に始った無償資金協力「地方給水施設整備計画（フェーズ I-III）」
では、ミッドランズ州、東マショナランド州における水供給改善を目的とし

て、関連資機材調達とジンバブエ側への技術移転を目的とした深井戸給水施

設建設を 10 年に亘って実施した。1997～99 年には、ジンバブエの中で貧困率

が高く給水・衛生環境整備が遅れている北マタベレランド州ビンガ地区を対

象に「ビンガ地区地方給水計画」を実施した。ジンバブエにおける我が国支

援による地方給水事業は以下の通りである。 

表 3-1 ジンバブエにおける我が国支援による地方給水事業 

案件名 実施年度 投入 対象地域 活動概要 
地 方 給 水 施 設 整 備

計画ﾌｪｰｽﾞⅠ 
1983-1985 8.0 億円 ﾐｯ ﾄﾞ ﾗﾝ ﾄﾞ州

の 5 郡 
・ 井戸掘削機材の調達（2 式）  
・ 深井戸建設工事 81 ヶ所 

地 方 給 水 施 設 整 備

計画ﾌｪｰｽﾞⅡ 
1988-1989 5.2 億円 ﾐｯ ﾄﾞ ﾗﾝ ﾄﾞ州

の 6 郡 
・ 井戸掘削機材の調達（1 式）  
・ 技術者派遣 

地 方 給 水 施 設 整 備

計画ﾌｪｰｽﾞⅢ 
1994-1995 9.4 億円 東 ﾏ ｼ ｮ ﾅ ﾗﾝ

ﾄﾞ州の 2 郡 
・ 井戸掘削機材の調達（2 式）  
・ 深井戸建設工事 40 ヶ所 

ﾋﾞﾝｶ ﾞ地区地方給水

計画ﾌｪｰｽﾞⅠ 
1997-1998 5.6 億円 北ﾏﾀﾍﾞﾚﾗﾝ

ﾄﾞ州ﾋﾞﾝｶﾞ郡 
・ 井戸掘削機材の調達（1 式）  
・ 深井戸建設工事 5 ヶ所 
・ 水委員会設立 5 ヶ所 

ﾋﾞﾝｶ ﾞ地区地方給水

計画ﾌｪｰｽﾞⅡ 
1998-1999 1.7 億円 北ﾏﾀベﾚﾗﾝ

ﾄﾞ州ﾋﾞﾝｶﾞ郡 
・ 深井戸建設工事 25 ヶ所 
・ 水委員会設立 25 ヶ所 

 

「ビンガ地区地方給水計画」では、深井戸建設資機材調達およびハンドポン

プ付深井戸給水施設建設によるハード面の活動に並行し、住民による施設維
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持管理体制確立のための住民啓蒙及び水委員会設立から成るソフト面におけ

る活動が実施された。ソフト面の活動はビンガ地区の水供給事業にも経験を

持つ SCF に委託され、我が国支援により水供給施設が建設された地域を含む

40 コミュニティで実施された。同案件を、深井戸給水施設建設によるハード

面の活動と、住民啓蒙・組織化によるソフト面の活動を合わせた水分野内の

統合型アプローチと見なし、本調査の対象案件とすることとした。 

なお、本調査の国内準備作業では、上記「ビンガ地区地方給水計画」と、JICA
開発福祉支援事業として英国 NGO の Save the Children Fund（SCF）が同じく

ビンガ地区で展開している「リプロダクティブ・ヘルスケア・プロジェクト1」

の 2 案件を統合型アプローチと見なし、評価対象に選定した。しかし、現地

で情報を収集したところ、両案件はビンガ地区を対象としているものの、①

日本側により給水施設が整備されたワード（村落の集合）と後者のリプロダ

クティブ・ヘルスケア・プロジェクトが対象としているワードは重なってい

ないこと、②それぞれの事業目標や活動に直接的接点が見られないこと等か

ら、これらを統合型アプローチと見なすには無理があることが判明した。 

「ビンガ地区地方給水計画」の概要を表 3-2（章末添付）に示す。同案件は、

「対象地域の住民に安全な飲料水を持続的に供給する」ことを事業目標とし、

対象グループは「ビンガ地区 21 ワードのうち緊急度が高いとされた 12 のワ

ードに住む約 84,000 人の村民」であった。同案件の事業目標と主要活動の関

係を図 3-1 に示す。 

 

探査・掘削資機

材の調達  

ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ側に

よる 94 深井戸

給水施設建設  

水委員会の形成  

住民啓蒙  

日本側によ 30 深

井戸給施設の建設  

維持管理の

研修･訓練  維持管理

費の徴収  

住民による維持管

理体制の確立  
技術移転  

〈ソフト面の活動〉  

事業目標「安全な水の持続的供給」 

〈ハード面の活動〉  
 

図 3-1 ビンガ地区地方給水計画の目標と主要活動の関係 
 

                                                 
1 青少年を対象とした教育活動等を通し、HIV/ AIDS の知識・理解を深め、感染へのリスクを軽減することを目的とした。 
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 (2) ザンビア 

ザンビアでは、首都ルサカ市周辺の主に低所得者層が居住する地区において、

我が国の支援により水供給事業を中心に複数の案件が実施された。実施プロ

ジェクトの概要と、それらの関連性を表 3-3 のように分析した。各プロジェク

トの対象地区は巻頭のプロジェクト位置図に示す。 

表 3-3 ルサカ市周辺におけるわが国の支援によるプロジェクト群の概要 

案件名 協力形態 実施期間 対象地域 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの概要 他案件との関連性 
①  
ﾙｻｶ市

周辺地

区給水

計画 

無償資

金協力 
基本設計 
1993.3-1993.10 
実施 
1994.4-2000.3 

ｼﾞｮｰｼﾞ地区 ｺﾚﾗ等水因性疾患の多い

同地区において、安全で

安定した給水の実現を目

的に、深井戸を水源とする

管路型給水ｼｽﾃﾑの建設。 

給水事業の運営・維持管

理体制づくりのための活

動を、英国 DfID の資金

協力を受けた CARE 
(NGO)との協調で実施。 

②  
ﾙｻｶ市

ﾌﾟﾗｲﾏﾘ

ｰﾍﾙｽｹ

ｱﾌﾟﾛｼﾞｪ

ｸﾄ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

方式技

術協力 

RD 締結 
1997.2 
実施 
1997.3-2002.3 

ﾙｻｶ市 (ﾊﾟｲ

ﾛｯﾄ事業をｼﾞ

ｮｰｼﾞ地区の

一部ｼﾞｮｰｼﾞ･

ﾌﾟﾛﾊﾟｰで実

施) 

ﾙｻｶ地区保健管理局によ

るﾌﾟﾗｲﾏﾘﾍﾙｽｹｱ(PHC)運
営体制の改善を目的とし

て、地域型 PHC ｻｰﾋﾞｽ向

上のためのﾊﾟｲﾛｯﾄ事業､ﾙ

ｻｶ地区のﾘﾌｧﾚﾙ･ｼｽﾃﾑの

改善、学校保健ｻｰﾋﾞｽの

向上に係る活動を実施。 
本年 7 月より協力の第 2 ﾌ

ｪｰｽﾞを開始。 

地域型 PHC ｻｰﾋﾞｽのﾊﾟｲ

ﾛｯﾄ事業地区として、上記

①で給水施設が整備され

るなど条件の整ったｼﾞｮｰ

ｼﾞ地区を選定。安全な水

の適切な利用と衛生環境

の改善促進、子どもの成

長に関する PHC 活動を

住民組織の参加を得て

実施。 
③  
参加型

給水事

業 

開発福

祉支援

事業 

1999.10-2003.1 ｼﾞｮｰｼﾞ地区 上記①で建設された給水

施設をﾙｻｶ市､ﾙｻｶ上下水

道公社､住民自治組織の

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟの下で持続

的に運営・活用することを

目的として、関連組織の強

化･能力開発、給水事業

運営体制の改善に係る活

動を実施。 

②と同様に①で給水施設

整備などの条件が整えら

れたジョージ地区を対象

に選定した。 
衛生教育に係るｱﾌﾟﾛｰﾁ

について、上記②のﾊﾟｲﾛ

ｯﾄ事業との調整が行われ

ている。 

④  
ﾙｻｶ市

小中学

校建設

計画 

無償資

金協力 
基本設計 
1998.2-1998.3 
実施 
1998-2000 

ﾊﾞｳﾚﾆ､ｼﾞｮﾝ･

ﾚｲﾝ､ﾝｺﾞﾝﾍﾞ､

ﾑﾏﾅ､ﾁｬｲﾝ

ﾀﾞ､ﾘﾊﾞﾗ､ﾊﾞﾗ

ｽﾄﾝ､ｶﾌﾞﾛﾝｶﾞ 

ｻﾞﾝﾋﾞｱ国の教育政策に沿

った 9 年制小中学校の建

設により、児童の就学機会

の向上を図る。 

学校建設対象地区の一

部が、下記⑤のﾊﾟｲﾛｯﾄ･

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ対象地区と重な

っているが、計画立案・実

施段階での連携関係は

無い。 
⑤  
ﾙｻｶ市

未計画

居住区

住環境

改善計

画調査 

開発 
調査 

1999.3-2001.6 ﾊﾞｳﾚﾆ､ﾁｬｲﾝ

ﾀﾞ､ﾁｬｻﾞﾝｶﾞ､

ﾁﾎﾞﾘｬ､ﾌﾘｰﾀﾞ

ﾑ､ｶﾘｷﾘｷ､ﾝｺﾞ

ﾝﾍﾞ､ｵｰﾙﾄﾞ･

ｶﾆｬﾏ 
(ﾊﾟｲﾛｯﾄ･ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄをﾊﾞｳﾚ

ﾆ､ﾁﾎﾞﾘｬ､ﾝｺﾞ

ﾝﾍﾞで実施) 

ﾙｻｶ市役所と住民との協

調による未計画居住区の

住環境改善事業のﾓﾃﾞﾙ

策定を目的とする。ﾊﾟｲﾛｯﾄ

事業では、対象地区住民

のﾆｰｽﾞに基き、各地区で

の住環境改善に係る優先

課題について統合型ｱﾌﾟﾛ

ｰﾁを用いて事業計画を策

定し、住民参加により実

施、評価を行った。 

上記の他の案件との間に

は連携関係は特に無い。 

 

上記の各プロジェクト実施状況を確認したところ、ジョージ地区で実施された 3
案件についてその形成過程･実施過程で関連が認められた。つまり、無償資金協力
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（表 3-3 ①）により建設された給水施設を利用し、その効果の持続的な発現を高

めるために PHC プロジェクトのパイロット事業（同②）並びに参加型給水事業（同

③）が実施されている。 

これら 3 案件は、当初より統合型アプローチとして計画されたものではないが、

計画立案時及び実施過程を通して、プロジェクトの相乗効果に配慮し、活動の調

整が行われた。このため、本調査では「ルサカ市周辺地区給水計画」、「参加型給

水事業」、「ルサカ市 PHC プロジェクト」の３つを合わせて水分野を超える統合型

アプローチと見なし、「ルサカ市ジョージ地区生活改善プログラム」として評価対

象に選択した。これら 3 案件の関係は次のように示すことができる。すなわち、

ジョージ地区における安全な水の利用を目指して、無償資金協力（施設建設）、参

加型給水事業、PHC プロジェクト（一部）を実施し、さらに PHC プロジェクトの

残りの活動（環境衛生改善、保健・衛生サービス改善）と併せて上位の目標であ

るジョージ地区の保健・衛生状態の向上を目指すという関係を持っている。 

 

図 3-2 ルサカ市ジョージ地区における安全な水利用のための 

統合型アプローチ（3 案件）の目標と活動の関係 

 

開発調査では、パイロット事業として統合型アプローチによる住環境改善事業を

実施した。ただし、対象地域と実施期間が狭い範囲に限定されており、これらパ

イロット事業のジョージ地区全体へのインパクトを測ることは困難であった。同

案件に関しては、上記統合型アプローチの評価を行う上で、ルサカ市周辺の他の

地区で実施された住民参加型生活改善事業として位置づけ、対象アプローチとの

 保健･衛生状態の向上 

安全な水の利用 環境衛生改善 保健・衛生ｻｰﾋﾞｽ改善 

給水サービス
体制確立 

施設建設 事業者組
織の強化 

衛生に対す
る意識向上 

料金支払 

衛生
教育 

住民
啓蒙 

住民組織による
地域保健活動 

ｸﾘﾆｯｸの運
営体制改善 

住民組
織化 

財源
確保 

人材
育成 

衛生
教育 

ｸﾘﾆｯｸと
の連携 

ﾄｲﾚ
整備 

排水溝
整備 

ルサカ市周辺地区給水計画 

ルサカ市プライマリ・ヘルス・ケア・

プロジェクト 

参加型給水事業 
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比較等を通して教訓を得ることとした。無償資金協力による小中学校建設計画に

関しても、対象アプローチとの関係ははっきりとは見られないが、開発調査のパ

イロット事業と同じ地区で実施された学校建設と、コミュニティ内の給水事業の

持続性および安全な水利用によるインパクト拡大との関連性について検討する。 

評価対象の統合型アプローチの概要を表 3-4（章末）に示す。 

3.1.2 評価デザイン作成 

国内準備作業では、詳細調査項目抽出と評価デザイン作成のために、ジンバブエ

とザンビアの対象アプローチについて、評価用 PDM（プロジェクト･デザイン・

マトリックス）と評価グリッドを作成した。 

(1) ジンバブエ  

ジンバブエの「ビンガ地区地方給水計画」の報告書並びに関連資料に基づい

て、評価用 PDM（章末表 3-5）を作成した。さらに、対象案件の実績と実施

プロセス、並びに第 1 章に示す３つの「調査項目（①水供給の持続性、②貧困

削減へのインパクト、③その汎用性）」のそれぞれに関する詳細調査項目を抽

出するために、評価用 PDM を分析して、評価グリッドを作成した（表 3-6）。 

表 3-6 評価グリッド概要（ジンバブエ国 ビンガ地区地方給水計画） 

評価
項目 調査項目 必要な情報・データ 情報源 調査方法 

上位目標達成度 ・ 乳幼児死亡率 
・ 水因性疾患罹患率 

・ 保健所 
・ 地域住民 

・ 資料レビュー 
・ 質問票調査 

プロジェクト目標達
成度 

・ 水供給率 
・ 水供給施設数 

・ 地方行政機関 ・ 資料レビュー 実
績 

投入の実績 ・ 人的投入量、投入資金額 ・ 報告書 
・ 実施機関 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

計画作成・実施の背
景 

・ 計画作成の背景、規模 ・ 報告書 
・ 実施機関 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

実施機関のオーナー
シップ 

・ 実施機関の積極性(援助
が引き上げた後を含む) 

・ 実施機関 ・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

実施スケジュール、
タイミング 

・ 実施工程、コンポーネン
ト 

・ 報告書 
・ NGO 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

実
施
プ
ロ
セ
ス 住民参加度 ・ 住民参加戦略 ・ 報告書 

・ NGO 
・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

I-1 水資源管理・利
用の基本政策および
計画の策定 

・ 水資源管理、利用計画お
よびその実施状況 

・ 政府水利関係
担当者 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

I-2 水供給計画策定、
実施、モニタリング、
評価の現状 

・ 水利用および水供給計
画の現状 

・ 実施機関の人的資源、資
金源 

・ 実施機関 
・ 地方行政機関 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

調
査
項
目
Ⅰ 

水
供
給
の
持
続
性 

I-3 既存水供給施設
の現状 

・ 維持管理計画と現状 
・ 意思決定プロセス 
・ 住民参加状況 
・ 政府による支援体制 
・ 政府-住民間の意思疎通

状況 

・ 地方行政機関 
・ 水管理組織 
・ 地域住民 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 
・ 参 加型 農 村 調

査(PRA) 
・ 質問票調査 
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評価
項目 調査項目 必要な情報・データ 情報源 調査方法 

II-1 住環境および生
活改善の過程 

・ 水供給率 
・ 水へのアクセス状況 
・ 生活様式の変化 
・ トイレ普及率 
・ 水利用状況 

・ 地方行政機関 
・ 地域住民 

・ 面接調査 
・ 質問票調査 

II-2 衛生意識の向上 ・ 水質保全行動の状況 
・ 手洗い実践状況 
・ トイレ利用状況 

・ 地域住民 ・ 質問票調査 

II-3 健康状態の向上 ・ 水因性疾患罹患状況 
・ 死亡率への影響 
・ 乳児の栄養状態 

・ 保健所 
・ 地域住民 

・ 面接調査 
・ 質問票調査 

II-4 住民参加の向上 ・ 住民活動の状況 
・ 地域リーダーへの研修

状況 

・ 地域住民 ・ 面接調査 
・ 質問票調査 

調
査
項
目
Ⅱ 

貧
困
削
減 

へ
の
イ
ン
パ
ク
ト 

II-5 福祉および所得
の向上 

・ 福祉および収入の変化 ・ 地域住民 ・ PRA 
・ 質問票調査 

III-1 計画策定、実施
への住民参加 

・ 計画策定、実施段階での
住民参加状況 

・ 地域住民 ・ PRA 

III-2 対象地域の特
性 

・ 地誌(歴史、変遷など) 
・ 住民活動 

・ 地域住民 ・ PRA 
・ 質問票調査 

III-3 地域が保有す
る資源 

・ 自然、社会資源の状況 ・ 地域住民 ・ PRA 
・ 面接調査 

III-4 都市圏、情報へ
のアクセス 

・ 近隣地域との関係 
・ Binga、Bulawayo への

距離と交通手段 
・ ラジオ、新聞の普及率 
・ 普及員の活動状況 

・ 地域住民 
・ 地方行政機関 

・ 面接調査 
・ PRA 

III-5 行政機関と地
域との関係 

・ 関連法規 
・ 地方行政機関との関係 
・ 開発計画における対象

地域の位置づけ 

・ 地方行政機関 
・ 地域住民 

・ 面接調査 
・ PRA 
・ 資料レビュー 

調
査
項
目
Ⅲ 

統
合
型
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の 

汎
用
性 

III-6 他 ド ナ ー 、
NGO 等による支援 

・ 他ドナー、NGO 等によ
る支援の状況 

・ 地方行政機関 
・ 地域住民 

・ 面接調査 
・ PRA 

＊詳細は添付資料 9 を参照 

 

また、ジンバブエにおけるデータ収集の手法・手順を表 3-7 に示す。 

表 3-7 ジンバブエにおけるデータ収集の手法・手順 

 調査手法 調査者 対象（者） 地域 
1 関係者ｲﾝﾀﾋﾞｭｰと資

料収集 
調査団 ① 政府関係機関 

 
② ﾋﾞﾝｶﾞ地区関係機関 
③ 主要ﾄﾞﾅｰと NGO 

ﾊﾗﾚ、 
ﾌﾞﾗﾜﾖ 
ﾋﾞﾝｶﾞ 
ﾊﾗﾚ 

2 ｻﾝﾌﾟﾙ村における給
水施設の視察と利
用状況聞き取り 

調査団 ﾋﾞﾝｶﾞ地区で日本側により建設され
た深井戸給水施設 30 箇所のうち 10
箇所 

ﾋﾞﾝｶﾞ 

3 ｻﾝﾌﾟﾙ村における質
問票調査 

現地ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ ﾋﾞﾝｶﾞ地区で日本側により深井戸が
建設された村 8 村（20 世帯/村）と建

設の無かった村 2 村（20 世帯/村） 

ﾋﾞﾝｶﾞ 

4 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾙ村における
PRA 

現地ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
及び調査団 

ﾋﾞﾝｶﾞ地区で日本側により深井戸建
設が行われた村 2 村 

ﾋﾞﾝｶﾞ 
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(2) ザンビア  

ザンビアの対象アプローチである「ルサカ市ジョージ地区生活改善プログラ

ム」についても、同様に、評価用 PDM（章末表 3-8）、評価グリッド（表 3-9）
を作成した。 

 

表 3-9 評価グリッド概要（ザンビア国 ルサカ市ジョージ地区生活改善プログラム） 

評価
項目 調査項目 必要な情報・データ 情報源 調査方法 

上位目標達成度 ・ 参加型生活改善プロジェ
クト数の増加 

・ 住民参加組織の地域開発
活動への参加 

・ 地 域 住 民 組
織 

・ NGO 
・ 保健所 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

プロジェクト目標達
成度 

・ 水因性疾患の罹患率の低
下 

・ 乳幼児死亡率の改善 
・ 栄養不良児の減少 

・ 保健所 
・ 地域住民 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

実
績 

投入の実績 ・ 人的投入量、投入資金額 ・ 報告書 
・ 実施機関 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

計画作成・実施の背
景 

・ 計画作成の背景、規模 
・ 利害関係者間の情報共有

状況 

・ 報告書 
・ 実施機関 
・ 援 助 機 関 関

係者 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

実施機関のオーナー
シップ 

・ 実施機関の積極性 ・ 実施機関 
・ 援 助 機 関 関

係者 

・ 面接調査 

実施スケジュール、
タイミング 

・ 実施工程、コンポーネント ・ 報告書 
・ 実施機関 
・ 援 助 機 関 関

係者 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

対象グループの広が
り 

・ 対象グループの構成、規模 ・ 報告書 ・ 資料レビュー 

実
施
プ
ロ
セ
ス 

住民参加度 ・ 住民参加戦略 ・ 実施機関 
・ 援 助 機 関 関

係者 

・ 面接調査 

I-1 水資源管理・利用
の基本政策および計
画の策定 

・ 水資源管理、開発の計画、
実施、モニタリング、評価
の状況 

・ 住民参加状況 

・ 政 府 水 利 関
係担当者 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

I-2 水供給計画策定、
実施、モニタリング、
評価の現状 

・ 水供給の計画、実施、モニ
タリング、評価の状況 

・ 実施機関による資源の住
民への移転状況 

・ 実施機関 ・ 面接調査 

調
査
項
目
Ⅰ 

水
供
給
の
持
続
性 

I-3 既存水供給施設
の現状 

・ 維持管理計画と現状 
・ 意思決定プロセス 
・ 住民参加状況 
・ 政府による支援体制 
・ 政府-住民間の意思疎通状

況 

・ 実施機関 
・ 水管理組織 
・ 地域住民 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 
・ 参加型農村調

査(PRA) 
・ 質問票調査 

調
査
項
目
Ⅱ 

貧
困
削
減
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト 

II-1 住環境および生
活改善の過程 

・ 水利用者数の各層への拡
大状況 

・ 水質、水量 
・ 水へのアクセス 
・ 生活サイクルの変化 
・ 保健施設の状況 
・ 保健衛生教育の状況 

・ 実施機関 
・ 保健所 
・ 地域住民 

・ 面接調査 
・ 質問票調査 
・ PRA 
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評価
項目 調査項目 必要な情報・データ 情報源 調査方法 

II-2 衛生意識の向上 ・ 水質保全行動の状況 
・ 衛生行動の状況 
・ 水の使い分け状況 
・ 手洗い実施状況 
・ 家庭における衛生環境改

善状況 

・ 実施機関 
・ 保健所 
・ 地域住民 

・ 面接調査 
・ 質問票調査 

II-3 教育機会の向上 ・ 小学校入学率 
・ 小学校退学率 
・ 就学前児童あたりの小学

校数 
・ 識字率 

・ 統計資料 ・ 資料レビュー 

II-4 住民参加の向上 ・ 意思決定への住民の参加
状況 

・ 女性の意思決定へのサン
タに対する認識状況 

・ 住民組織による行動計画
の実施状況 

・ 地元有力者および住民の
住民組織に対する認識 

・ 地域住民 
・ 住民組織 
・ 実施機関 
・ 保健所 

・ 面接調査 
・ 質問票調査 

 

II-5 福祉および所得
の向上 

・ 世帯所得の状況 
・ 主収入源 
・ 貯金の状況 

・ 地域住民 ・ PRA 
・ 質問票調査 

III-1 計画策定、実施
への住民参加 

・ 計画策定、実施段階での住
民参加状況 

・ 住民組織 ・ 面接調査 

III-2 対象地域の特
性 

・ 地誌(歴史、変遷など) 
・ 住民活動 
・ ジェンダーに対する認識 
・ 意思決定体制 

・ 住民組織 
・ 実施機関 
・ NGO 

・ 面接調査 
・ 資料レビュー 

III-3 地域が保有す
る資源 

・ 自然、社会資源の状況 
・ 地域リーダーの役割 

・ 地域住民 
・ 住民組織 

・ PRA 
・ 面接調査 

III-4 都市圏、情報へ
のアクセス 

・ 市内、市外へのアクセス 
・ ラジオ、新聞の普及率 
・ 地方行政機関によるモニ

タリング状況 

・ 実施機関 
・ 住民組織 

・ 面接調査 
・ 資料レビュー 

III-5 行政機関と地
域との関係 

・ 関連法規 
・ 対象地域の法的位置づけ 
・ 地方行政機関との関係 
・ 政治家の関係 

・ 実施機関 
・ 住民組織 

・ 資料レビュー 
・ 面接調査 

調
査
項
目
Ⅲ 

統
合
型
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
汎
用
性 

III-6 他ドナー、NGO
等による支援 

・ 他ドナー、NGO 等による
支援の状況 

・ 他ドナー、NGO による住
民参加アプローチ 

・ 他ドナー 
・ NGO 
・ 実施機関 
・ 住民組織 

・ 面接調査 

＊詳細は添付資料 9 を参照 

また、ザンビアにおけるデータ収集の手法・手順を表 3-10 に示す。 

表 3-10 ザンビアにおけるデータ収集の手法・手順 

調査手法 調査者 対象（者） 
1. 関係者ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ及び資料収集 調査団 ・ 中央政府関係省庁 

・ 各ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実施機関 
・ 主要ドナーと NGO 

2. ｻﾝﾌﾟﾙ･ｺﾐｭﾆﾃｨにおけるｷｰｲﾝﾌｫｰﾏﾝ

ﾄ･ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 
調査団 ・ 住民自治組織 

・ 学校および保健所 
3. ｻﾝﾌﾟﾙ･ｺﾐｭﾆﾃｨにおける質問票調査 現地ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ ・ 住民 
4. ｻﾝﾌﾟﾙ･ｺﾐｭﾆﾃｨにおける PRA 現 地 ｺ ﾝ ｻ ﾙ ﾀﾝ ﾄ

及び調査団 
・ 住民およびﾀｯﾌﾟ･ﾘｰﾀﾞｰ/ ﾀ

ｯﾌﾟ･ｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ 
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3.1.3 国内でのデータ収集 

第一次国内作業では、関連プロジェクトの報告書レビューを行った。また、可能

な場合にはプロジェクト関係者と面談し、プロジェクトの形成・実施、他のプロ

ジェクトとの関連・調整、住民参加のあり方などを中心に情報を収集した。面談

者リストを表 3-11 に示す。 

表 3-11 国内インタビューリスト 

対象ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 担当 面談者（組織名） 従事期間 
参 加 型 給 水 事 業（ 開 発 福 祉 支

援事業） 
個別派遣専門家：住民

組織化及び啓蒙活動 
森直己 
（日本テクノ） 

1999.10-2003.3 

ﾙｻｶ市ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ･ﾍﾙｽｹｱ･ﾌﾟﾛｼﾞ

ｪｸﾄ（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式技術協力） 
ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ専門家：保健

教育 
妹尾美紀 
（元 AMDA） 

1998.7-2001.7 

ﾙｻｶ市未計画居 住区住 環境改

善計画調査（開発調査） 
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：住民参加 本 田 朋 子 （ ｸﾞﾛｰﾊ ﾞ

ﾙ･ﾘﾝｸ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ） 
1999.3-2001.4 

 

3.2 現地調査 

3.2.1 ジンバブエ 

(1) 相手国政府への説明・協議  

現地調査では、JICA ジンバブエ事務所の協力を得て、政府関係省庁と合同会

議を開催した。調査団は本評価の目的と概要の説明、調査への協力依頼を行

い、出席者から調査内容に対するコメント・助言を受けた。協議の内容を盛

り込んだ議事録（M/D）を作成し、今回の調査窓口である財務・経済開発省と

署名を交わした。（議事録および合同会議主席者リストは添付資料 1 を参照の

こと） 

ビンガ地区においても、ビンガ郡庁（Binga Rural District Council：ビンガ RDC）

の要請で、同地区での調査開始を前に関連機関への調査説明を行った。現地

調査日程は添付資料 2 に示す。 

(2) 関係者インタビューと資料収集 

現地調査における主な面談先と収集資料を以下に示す。詳しくは、巻末に添

付する現地調査面談者リスト及びインタビューの概要（添付資料 3）、現地収

集資料リスト（添付資料 4）を参照のこと。 
 

(2) サンプル村における給水施設の視察と利用状況聞き取り 

ブラワヨにある DDF 州事務所及びビンガ RDC からは、日本が建設した深井

戸給水施設の利用状況に関する既存資料を入手できなかった。このため、日
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本で入手した資料から深井戸給水施設の所在リストを参考に、30 施設のうち

10 施設を視察し、可能な限り近隣の住民から利用状況などを聴取した。調査

結果は第 4 章に示す。 

(3) サンプル村における質問票調査 

深井戸給水施設の建設が住民の生活に与えたインパクト、給水施設の運営管

理状況について、対象地域の受益者及び非受益者を対象として、インタビュ

ー形式での質問票調査を実施した。質問票調査は委託業務とし、現地コンサ

ルタント PlanAfric 社が、質問票のプレ・テスト、調査補助員の訓練、調整、

調査の実施、調査票の整理・集計を行った。質問票（添付資料 5）は調査団が

作成し、現地コンサルタントのコメントと現地でのプレ・テストの結果を参

考に修正し、最終版を作成した。 

ビンガ地区地方給水事業で日本側がハンドポンプ付き深井戸給水施設を建設

したのはビンガ地区（ビンガ地区は 21 ワードよりなる）の 5 つのワード内に

ある 18 村（合計 30 施設）であった。サンプル調査村は、時間的制約から、

上記 5 つのワードのうち比較的道路状態の良い 4 ワードを選び、それぞれの

ワードから給水施設が建設された 2 村（計 8 村）と、建設が行われなかった 1
ワードから 2 村を選び実施した。調査を実施したサンプル村の人口と世帯数

は以下の通り。サンプル村の位置は巻頭の地図に示す。 

表 3-12 サンプル調査村の人口と世帯数 

受益/非受益村 ﾜｰﾄﾞ 村落 人口 世帯数 
Mucheni 988 180 

Sinansengwe 
Chitete 414 83 
Nampande 573 168 

Sinakoma 
Gande 996 173 
Manjolo 586 111 

Manjolo 
Dumbwe 550 150 
Damba 1556 299 

ｻﾝﾌﾟﾙ受益村 

Sika lengwe 
Delanpuli 792 187 
Chabubuluka 2717 330 ｻﾝﾌﾟﾙ非受益

村 
Saba-Lubanda 

Mupumbe 471 56 
ﾋﾞﾝｶﾞ RDC 調べ（1994 年） 注：受益村の場合も住民全てが深井戸建設の受益者とはなら

ない 
 

世帯レベルへの質問票調査を、上記 10 村から各 20 世帯、合計 200 世帯を対

象に実施した。回答者は極力世帯内の女性とした。これは、水汲みをはじめ

とする家事労働は女性が行うことが多く、対象アプローチによる衛生環境を

含む生活上の変化をより実感しうるという理解による。 

ビンガ RDC の要請から、本調査のために現地コンサルタントが用意した類似

調査での経験がある調査補助員ではなく、ビンガ RDC が推薦する人員の中か

ら調査補助員を選出・訓練することになった。ビンガ地区ではンデベレ語や
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ショナ語を解しない女性も多いことから、質問は調査補助員が現地語である

ビンガ語で行い、回答を英語で記入する形式をとった。 

質問票調査の結果は 4 章で述べるとともに、概要を添付資料 6 にまとめた。 

(4) サンプル村における PRA 

事業が住民に与えたインパクト、住民による給水施設の運営・維持管理の状

況およびコミュニティの特徴を理解するために、深井戸給水施設の建設が行

われた村落 2 村（上記質問票調査サンプル村である Mucheni 村と Gande 村）

で、PRA を実施した。PRA のファシリテーターは、質問票と同じく現地コン

サルタント PlanAfric 社に委託した。 

PRA の内容は、ビンガ RDC との協議により、政治的にセンシティブとなりう

る項目については削除した。PRA 参加者、利用したツールについては、PRA
ガイドライン（添付資料 7）に示すように、それぞれの村で 2 日間ずつ、半構

造的インタビュー、資源／社会マップ、ウェルス・ランキングなどを使い、

PRA を進めた。 

PRA の結果は 4 章で述べるとともに、概要を添付資料 8 にまとめた。 

3.2.2 ザンビア 

(1) 相手国政府への説明・協議  

現地調査では、JICA ザンビア事務所の協力を得て、政府関係省庁及び関連機

関とインセプション･レポート説明のための合同会議を開催した。調査団は本

評価の目的と概要の説明、調査への協力依頼を行い、出席者と調査の内容に

ついて協議を行った。協議の内容を盛り込んだ議事録（M/D）を作成し、今回

の調査窓口である財務・国家開発省と署名を交わした（議事録及び合同会議

出席者リストは添付資料 1 を参照のこと）。 

 (2) 関係者インタビューと資料収集 

現地調査における主な面談先と収集資料を以下に示す。詳しくは、現地調査

面談者リスト及びインタビューの概要（添付資料 3）、現地収集資料リスト（添

付資料 4）を参照のこと。 

(3) 調査対象地域（サンプル・コミュニティー）の選定 

調査対象アプローチの実施地域において、キー・インフォーマント･インタビ

ュー、質問票調査、PRA、調査団による現地視察を実施した。各プロジェクト

の対象地域はルサカ市周辺の広域に点在するため、これらの中から、以下の

選定基準に基づいて George、Bauleni、Kalikiliki の 3 地区をサンプル･コミュ
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ニティとして選定した。 

◇ 水供給分野に係る協力のみが行われた地域（セクター・アプローチ） 

◇ 水供給分野及び他分野への協力が行われた地域（統合型アプローチ） 

◇ 水供給分野における支援が全く行われていない地域（協力なし） 

ルサカ市周辺地区の各居住区はルサカ市役所により合法化されると、「地域

住民自治組織に係る規約」（Constitution for Area-Based Organisation）に基き、

居住区内の開発課題の発掘、計画策定、実施のために地方自治体と住民との

インターフェースとして機能する RDC（Resident Development Committee）を

組織する。市役所はまず居住区の区分け（zoning）を行い、一定数の世帯から

成るゾーンを構成する。その中から住民の選挙により選ばれたゾーン開発委

員会（Zone Development Committee）が設置され、ゾーンの代表者（ゾーン･

リーダー）各 1 名が RDC を構成する。各ゾーンの生活環境改善など開発課題

に係るニーズは、まずゾーンを単位としてゾーン･リーダーによりまとめられ、

RDC が地区全体の行動計画に反映させる仕組みとなっている。 

サンプル･コミュニティにおける住民を対象とした PRA 並びに質問票調査に

際して、これらのゾーンを単位とし、各地区から更にサンプル・ゾーンを抽

出した。上記選定条件に基き抽出されたサンプル･コミュニティと各調査のス

コープを表 3-13 に示す。 



 

3 - 13 

表 3-13  現地調査対象地区と調査のスコープ 

質問票調査 PRA 対象地区で実施されたプロジェクトの組み合わせ 
 調査対象地区 

（ｻﾝﾌﾟﾙ･ｺﾐｭﾆﾃｨ） 
介入形態の 
ｶﾃｺﾞﾘｰ分け 

調査地区 
サンプル 
世帯数 

調査地区 
給水施設 

整備 
維持管理 
体制整備 

衛生教育 保健向上 学校建設 所得向上 

1 George Complex 統合型 
ｱﾌﾟﾛｰﾁ 

ｼ ﾞ ｮｰ ｼ ﾞ ･ ﾌ ﾟ ﾛ ﾊ ﾟ ｰ

（Zone 2-11） 
人口：32,103 (1) 
世帯数：7,107 
PHC ﾊﾟｲﾛｯﾄ･ﾌﾟﾛｼﾞｪ

ｸﾄ対象地域 

計 40 世帯 ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾟﾛﾊﾟー  
（Zone 10, 11） 

A A+C+F A+B+F B - B+C+F 

2 George Complex ｾｸﾀｰ･ 
ｱﾌﾟﾛｰﾁ 

給水区 5 
 (Zone 16, 21, 27) 
人口：13,160 (1) 
世帯数：2,394 
給水区 7 
 (Zone 14, 15, 26) 
人口： 11,396 (1) 
世帯数：2,009 
無償資金協力による

給水事業対象地域

の中で、PHC ﾊﾟｲﾛｯ

ﾄ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ対象地

区以外の給水区域 

各給水区で

40 世帯、 
計 80 世帯 

給水区 5 
（Zone 16, 21） 

給水区 7 
（Zone 15, 26) 

A A+C+F A+C+F - - C+F 

3 Bauleni 統合型 
ｱﾌﾟﾛｰﾁ 

Zone 7, 8, 13 
人口：6,000 (2) 
世帯数：600 
開発調査ﾊﾟｲﾛｯﾄ･ﾌﾟ

ﾛｼﾞｪｸﾄ対象地域 

計 40 世帯 Zone 7, 8, 13 D D D - E D 

4 Kalikiliki 協力無し 全地域 
人口：8,576 (3) 
世帯数：1,715 

計 40 世帯 － - - - - - - 

 プロジェクトの分類 

A: ルサカ市周辺地区給水計画 
B: ルサカ市プライマリーヘルスケア・プロジェクト 

 

C: 参加型給水事業 
D: ルサカ市未計画居住区住環境改善計画調査 

 

E: ルサカ市小中学校建設計画 
F: 他ドナー／NGOとの協調 

 
(1) GCEP で 2000 年 10 月に実施した世帯人口調査より 
(2) ｢ﾙｻｶ市未計画居住区住環境改善計画調査｣最終報告書要約版(2001 年 7 月)には Zone 8 と 13 の合計人口 4,000 人の

記載がある。世帯数の記載がないが開発調査での世帯数の推定条件である 1 世帯 10 人を使用すると約 400 世帯と

なる。この人口、世帯数をもとに Zone 7, 8, 13 の人口・世帯数を推定した。 
(3) ﾙｻｶ市役所による 1999 年推定人口・世帯数 

 

 

(4) サンプル･コミュニティでのキー・インフォーマント･インタビュー 

①  住民自治組織 

それぞれのコミュニティで、RDC メンバーよりコミュニティの形成・社会構

造、プログラムの計画立案・実施・運営・維持管理における住民の参加状況・

形態、地方行政機関および他のステークホルダーとの関係等について、半構

造的インタビューによる情報収集を行った。ルサカ市では市役所が関係機関

との協議を経て、2002 年 1 月に RDC 規約を改訂したことに伴い、全ての居住

区における既存 RDC の解散と改訂版規約に沿った新 RDC の選出作業と能力

開発のためのトレーニングが進められている。調査対象の George、Bauleni、
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Kalikiliki については、Bauleni 以外の 2 地区で既に新しい RDC が選出されて

おり、同委員会のメンバーに対しインタビューを行った。一方、Bauleni では

新 RDC 選出に先立ち、ゾーン代表者の選挙が行われている段階であった。こ

のため、これらのプロセスをルサカ市役所と協力して推進する住民代表者（タ

スク・フォース）のメンバーから聞き取りを行った。 

また、George 地区では、RDC の下部組織として存在する水管理委員会および

保健所の下に設けられている環境衛生委員会があり、両者から活動内容、住

民参加の方法などについて聞き取りを行った。Bauleni 地区では、RDC ならび

にタップ･アテンダントから給水施設運営体制や、維持管理の状況、住民から

の支払い等について情報を収集した。RDC ならびにサブ・コミッティのいず

れの場合にも、調査対象プロジェクト実施当時の状況を知るメンバーが含まれて

いる。 

②  学校及び保健所 

ジョージ地区にあるジョージ中央初等学校、Salvation Army が運営するコミュ

ニティー・スクールから同地区内の児童の就学状況、学校施設の児童受入能

力、地区内で実施されている生活環境改善に係るプロジェクトと児童の就学

状況改善との関係に対する見方等を中心に情報収集を行った。また、Bauleni
においても、同地区にある 2 つの初等学校（内、一つは我が国無償資金協力

の支援）から、ジョージ地区と同様に情報を収集した。 

ジョージ保健所、Bauleni 保健所、Mtendere 保健所（Kalikiliki 地区には保健所

が無く近隣の Mtendere 保健所が管轄している）において、保健所に外来する

住民の水因性疾患の推移、コミュニティ内の既存衛生施設ならびに住民の衛

生習慣、保健・衛生教育の実施状況と住民組織の係り、他のプロジェクトと

の協調関係の有無等について聞き取り調査を行った。 

(5) サンプル・コミュニティにおける質問票調査 

調査対象とした事業が住民の生活、衛生状態などに与えたインパクト及び給

水施設の運営・維持管理状況について、サンプル･コミュニティで、質問票調

査を実施した。調査は社会調査を専門とする現地コンサルタント Waterpoint
に委託した。質問票調査責任者の下、10 名の調査員が世帯レベルでのインタ

ビュー形式の質問票調査を実施し、計 200 サンプルを回収した。質問票（添

付資料 5）は調査団が作成し、現地コンサルタントとの協議ならびにプレ・テ

ストを通して質問事項の見直しを行い修正の上、使用した。 

調査世帯のサンプリングに際しては、以下の条件を採用した。 

        a.  回答者は調査地区に 5 年以上居住していること。 
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b. 回答者の半数以上を女性とすること。 

a については、質問票調査によりプロジェクトの実施前と実施後を比較して、

インパクトを見ることを目的としていることから、プロジェクト完了前から

当該地区に居住している住民からの聞き取りが望ましいためである。ただし、

ルサカ市の都市周辺地区の人口動態は激しく、頻繁に居住者の移動が起こる。

このため、回答者のサンプリング可能な範囲として、最低 5 年間の居住経験

が妥当な範囲であるとの判断により設定した。b.に関しては、対象地区での水

汲み仕事や家事労働の一般的な担い手の大半が女性であることから、社会環

境の変化をより敏感に実感するであろう女性の意見を可能な限り引き出すた

めに設定した。 

質問票調査の結果は 4 章で述べるとともに、概要を添付資料 6 にまとめた。 

(6) サンプル・コミュニティにおける PRA 

質問票調査により定量的な情報収集を行った項目について、さらに PRA 手法

を用いて定性的な情報の補足を行った。対象者は、一般の住民の中から選定

された男女のグループと、公共水栓を日常的に管理するタップ・リーダー／

タップ・アテンダントとした。 

PRA の実施についても、質問票調査と同様に現地コンサルタント Waterpoint
に委託し、ファシリテーターおよび補助員各 2 名でワークショップを進めた。

PRA ワークショップで協議する内容ならびに手法、期待されるアウトプット

を調査団がガイドラインとして作成し、ファシリテーターはこのガイドライ

ンに沿って PRA を実施した。PRA の実施ガイドラインは添付資料 7 を参照の

こと。 

PRA の結果は 4 章で述べるとともに、概要を添付資料 8 にまとめた。 
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